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薫風に泳ぐ
国営備北丘陵公園（撮影日：平成 29年４月 16 日）
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●有光スポーツ少年団

ご
ショット
な みま

まちづくりを進める市民活動登録団体
をご紹介します！

　しょうばら花会議

ご
ショッ

トな みま

がんばれ！

市 民 の ペ ー ジ もくじ

３歳までのお子さんの写真を募集
しています。写真（データも可）に、
名前（ふりがな）・生年月日・性別・
連絡先・子どもへのメッセージを
添えて、行政管理課または支所広
報担当まで申し込んでください。
郵送、メール（koho@city. shobara.
lg.jp）でも受け付けます。

お子さんの写真を
載せてみませんか？

父より：その素敵な笑
顔で、元気いっぱい大き
くなってね。

田た
な
べ辺　

里さ
と
み海

ち
ゃ
ん
（
三
日
市
町
）

Ｈ
27
年
８
月
28
日
生
ま
れ

　有光スポーツ少年団は、東城中学校野球部が下校後に活動する場で、
地元東城のナイターリーグに参加しています。
　また、他府県での招待試合や大会にも積極的に参加交流しており、４月
には兵庫県西宮市の報徳学園中学校に遠征しました。あいにく雨天だった
ため、合同練習になりましたが、報徳学園中学校の指導者や子どもたちか
らいろいろなアドバイスや刺激をもらい、楽しく交流しながら、子どもた
ちをはじめ指導者も勉強してきました。
　これからも、野球を通じて出会った方々に感謝しつつ、野球ができる喜
びを感じながら、子どもたちが広い視野を持って大きく成長していけるよ
うな活動をしていきます。

代表　須田剛史

　市は市内で活動している市民活動団体
の登録制度をつくり広く公開しています。
　市民活動の充実、まちづくりの連携や
協働を進めるため情報をお届けします。

活 動
内 容

オープンガーデン、寄せ植え講習会などの実施

●
ど
ん
な
土
壌
を
目
指
す
の
か

　

野
菜
畑
の
土
づ
く
り
は
、
肥
料
を
や

り
土
壌
養
分
の
補
給
を
す
る
化
学
的
改

良
を
中
心
に
考
え
が
ち
で
す
が
、
土
壌

中
の
空
気
量
の
増
加
、
透
水
性
改
良
、

地
下
水
位
の
低
下
対
策
な
ど
の
物
理
性

改
良
を
ま
ず
考
え
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
特
に
水
が
溜
ま
り
や
す
い
畑
で
は

物
理
性
の
改
良
が
重
要
で
す
。
土
づ
く

り
の
ポ
イ
ン
ト
は
、次
の
と
お
り
で
す
。

①
水
は
け（
排
水
）と
通
気
が
よ
い（
膨

軟
性
）

対
策
／
畑
の
周
り
に
溝
を
掘
る
。
高
畝

に
す
る
。
有
機
物
な
ど
を
施
用
す
る
。

②
水
も
ち
（
保
水
性
）
が
よ
い　

対
策
／
有
機
物
な
ど
を
施
用
す
る
。
水

を
や
る
。

③
土
の
酸
度
（pH

）
が
適
正
（pH

が

６
・
０
～
６
・
５
）

対
策
／
石
灰
資
材
を
施
用
す
る
。

④
肥
料
分
に
富
む
（
チ
ッ
ソ
、
リ
ン
サ

ン
、
カ
リ
）

対
策
／
肥
料
、
有
機
物
を
施
用
す
る
。

⑤
病
原
菌
や
害
虫
が
少
な
い

対
策
／
輪
作
（
い
く
つ
か
の
作
物
を
順

番
に
栽
培
）、
土
壌
消
毒
を
実
施
す
る
。

●
積
極
的
に
有
機
物
を
施
用
し
ま
し
ょ
う

　

作
物
が
良
く
生
育
す
る
た
め
に
は
、

●
野
生
動
物
の
餌
は
２
種
類

　

広
報
し
ょ
う
ば
ら
４
月
号
で
野
生
動

物
の
餌
は
何
種
類
あ
る
で
し
ょ
う
か
と

質
問
を
し
ま
し
た
。
実
は
、
獣
害
対
策

で
の
野
生
動
物
の
餌
は
「
食
べ
た
ら
人

間
が
怒
る
餌
」
と
「
食
べ
て
も
人
間
が

怒
ら
な
い
餌
」
の
２
種
類
で
す
。「
な

ん
だ
、
そ
う
い
う
こ
と
か
」
と
怒
ら
な

い
で
く
だ
さ
い
ね
。
獣
害
対
策
で
大
切

な
の
は
動
物
の
視
点
に
な
っ
て
対
策
を

講
じ
る
こ
と
で
す
。

●
鳥
獣
被
害
の
原
因

　

稲
刈
り
あ
と
の
二
番
穂
や
、
畑
に
捨

て
た
野
菜
く
ず
、
生
ご
み
、
放
棄
果
樹

な
ど
の
「
食
べ
て
も
人
間
が
怒
ら
な
い

餌
」
が
放
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
問
題

で
、
こ
れ
ら
が
、
人
里
へ
動
物
を
誘
引

す
る
原
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
家
庭
菜
園
は
農
家
に
比
べ
る

と
動
物
に
対
す
る
防
除
が
手
薄
に
な
り

が
ち
で
す
。
家
庭
菜
園
で
野
菜
の
味
を

覚
え
た
動
物
は
そ
の
場
所
に
来
る
こ
と

が
常
習
化
し
、
畑
か
ら
田
ん
ぼ
へ
、
農

家
の
柵
を
壊
し
て
で
も
侵
入
す
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。
被
害
に
遭
う
前
の
対
策

が
必
要
で
す
。

●
春
の
鳥
獣
お
悩
み
座
談
会

　

三
日
市
町
で
も
、
稲
作
を
や
め
た
圃ほ

場
を
借
り
て
、
女
性
を
中
心
に
獣
害
対

策
の
モ
デ
ル
を
実
践
す
る
「
守
れ
る
展

野
菜
の
高
品
質
、
高
収
量
を
得
る
た
め

に
は
畑
の
土
づ
く
り
が
大
切
で
す

根
が
深
く
広
く
十
分
に
張
り
、
養
水
分

が
良
好
に
吸
収
で
き
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
作
物
の
根
が
よ
く
張
る
に
は
、
温

度
や
養
水
分
の
ほ
か
土
壌
が
膨
軟
で
あ

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
有

機
物 

（
良
質
堆
肥
）
を
よ
く
か
き
混
ぜ
、

深
く
耕
す
（
特
に
根
菜
類
）
こ
と
が
必

要
に
な
り
ま
す
。

　

野
菜
に
対
す
る
代
表
的
堆
肥
の
施
用

基
準
を
表
に
示
し
ま
し
た
。
参
考
に
し

て
く
だ
さ
い
。

示
圃ほ

」
の
活
動
を
始
め
ま
し
た
。
畑
で

は
季
節
ご
と
に「
鳥
獣
お
悩
み
座
談
会
」

と
称
し
て
勉
強
会
も
行
っ
て
い
ま
す
。

春
の
勉
強
会
で
は
簡
単
に
設
置
で
き
る

電
気
柵
と
ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
作
付
け
の
距

離
に
つ
い
て
勉
強
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
１
３
５
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
幅

の
マ
ル
チ
シ
ー
ト
で
電
柵
周
り
の
草
刈

り
対
策
を
し
て
、
そ
の
上
に
安
価
な
グ

ラ
ス
フ
ァ
イ
バ
ー
製
の
ポ
ー
ル
を
使
っ

て
電
柵
を
張
り
ま
し
た
。
電
線
を
結
束

バ
ン
ド
で
留
め
る
だ
け
。
こ
れ
は
女
性

で
も
簡
単
に
設
置
で
き
ま
す
。

　

大
切
な
農
作
物
を
鳥
獣
被
害
か
ら
守

り
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ

林
業
振
興
課
林
業
振
興
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
２
４

問
い
合
わ
せ

農
業
振
興
課
農
業
振
興
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
３
２

　「
出
前
ト
ー
ク
」「
女
性
の
小
さ
な

勉
強
会
」
の
申
し
込
み
は
林
業
振
興

課
ま
で
。

２　市民のページ
３　こうすりゃ～ええ農
４　中小企業振興条例改正・補助金新設
５　平成 29年度地域おこし協力隊紹介
６　第２回庄原いちばん動画ＣＭコン
　　テスト作品募集！

７　庄原市逸品づくり事業
８　学力の向上をめざして
９　広報テレビ番組「ひろおく便り」
　　／山地番の地番変更を行います

10　５月は消費者月間です
　　／安心・安全な毎日のために

11　母子保健だより　　
　　／子育て通信あそびっ子

12　健康広場
13　市政トピックス
16　カメラレポート
18　お知らせ

市民活動団体登録をしませんか？
市は随時、登録を希望する市民活動団体を募集しています。
詳しくは、企画振興課自治振興係（☎ 0824-73-1209）まで。

営
農
指
導
員
の

ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ア
ド
バ
イ
ス

女
性
か
ら
は
じ
め
る

獣
害
対
策

営
農
指
導
員　

若わ
か
や
ま山　
　

譲
ゆ
ず
る

地
域
お
こ
し
協
力
隊　

草く
さ
た
に谷　

夏な
つ
え枝

野菜に対する堆肥の施用基準　（現物キログラム/アール）

化学肥料施用量は施肥基準の30％減とします。
少肥：ダイコン、サトイモ、バレイショ、ホウレンソウなど
中肥：キャベツ、レタス、スイカ、トマトなど
多肥：キュウリ、ナス、ピーマンなど
施設栽培では、牛ふん類は上記の３分の２、鶏ふん類は２分の１と
します。

注1）
注2）

注3）

作付けは電柵から１メートルは離す！
特につるものは柵のすぐ側には植えない
のがポイント。

このコーナーでは、
農業のちょっとしたコツを、
市の営農指導員と
地域おこし協力隊員から
お知らせします。２

牛ふん堆肥 乾燥
牛ふん堆肥

オガクズ
牛ふん堆肥

乾燥
鶏ふん堆肥

オガクズ
鶏ふん堆肥

少肥 200～400 40～80 100～200 20～30 40～100
中肥 300～500 60～120 130～250 30～40 60～150
多肥 400～600 80～150 200～400 40～50 100～200

　私たちしょうばら花会議は、身近な玄関先から「花と緑のまち
づくり」を合言葉に、「地域コミュニティの輪」「地域の活性化」などに役立
てるために活動をしています。「参加する人が愉快で楽しいこと」を目標
に、住んでよかったと思えるまちづくりを目指しています。

●庄原さとやまオープンガーデン2017 春のご案内

　６月11 日㈰まで開催しています。
　日程についてはHP へ記載の公開スケジュールをご確認ください。
　皆さんのお越しをお待ちしています。

【問い合わせ】
　事務局「庄原市観光協会」内（新庄町291 番地１）
　☎0824-75-0173
　ホームページ　http://shobaraflower.blogspot.jp/

報徳学園中学校と記念撮影

広報しょうばら／ 2017.5　2 3　2017.5 ／広報しょうばら



　

庄
原
市
内
に
あ
る
約

２
２
０
０
の
中
小
企
業
者
の

う
ち
、
約
９
割
が
小
規
模
企

業
者
で
あ
り
、
地
域
経
済
の

大
き
な
担
い
手
で
す
。
平
成

26
年
６
月
に
は
「
小
規
模
企

業
振
興
基
本
法
」が
成
立
し
、

国
に
お
い
て
も
“
日
本
経
済

を
支
え
る
重
要
な
存
在
”
と

し
て
小
規
模
企
業
者
の
存
在

が
大
き
く
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
流
れ
を
受
け
、

市
は
、
平
成
28
年
２
月
に
市

内
中
小
企
業
者
を
対
象
と
し

た
実
態
調
査
や
ヒ
ア
リ
ン
グ

を
行
い
、
本
年
３
月
に
小
規

模
企
業
者
に
焦
点
を
あ
て
た

現
行
制
度
の
見
直
し
と
、
新

た
な
支
援
制
度
を
含
む
中
小

企
業
支
援
制
度
を
整
備
し
ま

し
た
。

　

ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
！

　
中
小
企
業
振
興
（
雇
用
拡
大
）

対
象

　

市
内
の
事
業
所
で
、
新
規
に
雇
用
し
、
職

員
数
が
拡
大
し
た
中
小
企
業
お
よ
び
中
小
企

業
団
体
の
う
ち
、
市
長
が
指
定
す
る
も
の
。

助
成
の
条
件

　

年
度
の
初
日
（
個
人
…
４
月
１
日
、
法
人

…
事
業
年
度
の
初
日
）
か
ら
雇
用
達
成
の
日

（
年
度
の
初
日
か
ら
１
年
後
の
日
）
の
間
に
、

事
業
の
拡
大
な
ど
の
事
由
に
よ
り
、
健
康
保

険
（
※
１
）
に
加
入
す
る
新
規
雇
用
常
用
労

働
者
が
５
人
以
上
増
加
し
た
場
合
。た
だ
し
、

中
小
企
業
者
の
う
ち
小
規
模
企
業
者
に
つ
い

て
は
、
１
人
以
上
増
加
し
た
場
合
。

助
成
額

　

新
規
雇
用
常
用
労
働
者
数
に
よ
っ
て
、

５
０
０
万
円
を
限
度
に
次
の
と
お
り
支
給
し

ま
す
。

【
４
人
以
下
（
小
規
模
企
業
者
）
の
場
合
】

１
人
当
た
り
５
万
円

【
５
～
30
人
の
場
合
】 

１
人
当
た
り
10
万
円

【
31
人
以
上
の
場
合
】 

３
０
０
万
円
＋
30
人

を
超
え
る
人
数
×
15
万
円

申
請
時
期　

雇
用
拡
大
の
１
カ
月
前
ま
で

　
庄
原
市
人
材
育
成
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
　

　
事
業
補
助
金

　

中
小
企
業
者
が
、
人
材
育
成
を
図
る
た
め

従
業
員
な
ど
に
専
門
的
ま
た
は
技
術
的
な
研

修
を
受
講
さ
せ
る
際
に
か
か
る
経
費
の
一
部

を
補
助
し
ま
す
。

対
象

次
の
条
件
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
中
小
企

業
者
（
※
２
）

①
市
内
に
本
店
を
有
す
る
法
人

②
市
内
に
住
所
を
有
し
、
主
た
る
事
業
所
を

市
内
に
置
く
個
人
事
業
主
で
、
健
康
保
険
法

の
適
用
事
業
所
で
あ
る
も
の
な
ど

対
象
事
業

【
人
材
育
成
派
遣
事
業
】
他
の
団
体
な
ど
が

実
施
す
る
も
の
で
、
対
象
者
が
正
規
従
業
員

そ
の
他
市
長
が
認
め
る
者
（
以
下
「
対
象
従

業
員
等
」
と
い
う
。）
に
業
務
上
必
要
な
能

力
ま
た
は
技
術
の
向
上
に
役
立
つ
専
門
的
な

研
修
ま
た
は
講
習
に
参
加
さ
せ
る
事
業
。

【
研
修
会
等
開
催
事
業
】
対
象
者
自
ら
が
研

修
会
を
開
催
し
、
対
象
従
業
員
等
に
対
し
、

研
修
を
受
講
さ
せ
る
事
業
。

補
助
対
象
経
費

【
人
材
育
成
派
遣
事
業
】
研
修
を
受
け
る
た

め
の
受
講
料
、
教
材
費
（
旅
費
お
よ
び
宿
泊

費
は
除
く
。）

【
研
修
会
等
開
催
事
業
】
研
修
会
な
ど
を
実

施
す
る
た
め
の
会
場
借
上
料
、
研
修
会
な
ど

に
招
へ
い
す
る
講
師
の
謝
金
、
旅
費
お
よ
び

宿
泊
費

補
助
金
額

補
助
対
象
経
費
の
２
分
の
１
以
内

限
度
額

【
人
材
育
成
派
遣
事
業
】
１
人
当
た
り
３
万

円
（
同
一
年
度
６
万
円
ま
で
）

【
研
修
会
等
開
催
事
業
】
１
回
当
た
り
15
万

円
（
同
一
年
度
１
回
限
り
）

申
請
時
期　

随
時
（
事
業
開
始
前
）

　
庄
原
市
産
業
見
本
市
等
出
店
支
援
　

　
事
業
補
助
金

　

中
小
企
業
者
の
販
売
拡
大
を
支
援
す
る
た

め
、
産
業
見
本
市
な
ど
に
出
展
す
る
際
に
か

か
る
経
費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

補
助
対
象
者

次
の
条
件
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
中
小
企

業
者
（
※
２
）

①
市
内
に
本
店
を
有
す
る
法
人

②
市
内
に
住
所
を
有
し
、
主
た
る
事
業
所
を

市
内
に
置
く
個
人
事
業
主
で
、
健
康
保
険
法

の
適
用
事
業
所
で
あ
る
も
の
な
ど

補
助
対
象
経
費

出
展
小
間
料
、
展
示
デ
ザ
イ
ン
、
会
場
設

営
、
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
用
の
資
料
な
ど
、
展

示
ブ
ー
ス
の
照
明
調
達
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

接
続
料
、
搬
送
料
な
ど

補
助
金
額

補
助
対
象
経
費
の
２
分
の
１
以
内

限
度
額　

20
万
円

申
請
時
期　

随
時
（
事
業
開
始
前
）

※
１
：
国
民
健
康
保
険
を
含
み
ま
せ
ん
。

※
２
：
中
小
企
業
基
本
法
（
昭
和
38
年
法
律

第
１
５
４
号
）
第
２
条
第
１
項
に
規
定
す
る

中
小
企
業
者

中
小
企
業
を
支
援
し
ま
す
！

商
工
観
光
課
商
工
振
興
係　

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
７
８

中
小
企
業
振
興
条
例
の
改
正
と

補
助
金
の
新
設

　

市
は
４
月
１
日
付
で
、庄
原
市
地
域
お
こ

し
協
力
隊
員
と
し
て
７
人
を
任
命
し
ま
し

た
。う
ち
１
人
が
新
し
く
任
用
さ
れ
、６
人
が

昨
年
度
に
引
き
続
い
て
の
任
用
と
な
り
ま

す
。

　

活
動
期
間
は
１
年
（
最
長
で
３
年
ま
で
更

新
）で
、そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
に
従
事
し
な
が
ら
、

地
域
の
活
性
化
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

米
村
公
男
副
市
長
は
一
人
一
人
に
委
嘱
状

を
手
渡
し
、「
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
内
容
に
沿
っ

て
、本
市
が
持
つ
魅
力
を
活
か
し
な
が
ら
、新

た
な
視
点
と
こ
れ
ま
で
培
っ
て
き
た
知
識
や

経
験
を
発
揮
し
、地
域
の
み
な
さ
ん
と
協
働

の
も
と
、課
題
解
決
に
尽
力
し
て
ほ
し
い
」と

激
励
し
、大
き
な
期
待
を
寄
せ
ま
し
た
。

　

市
は
総
務
省
の
支
援
制
度
を
活
用
し
た

「
庄
原
市
地
域
お
こ
し
協
力
隊
」を
平
成
23
年

か
ら
導
入
し
、地
域
の
新
た
な
担
い
手
と
し

て
都
市
部
か
ら
人
材
を
受
け
入
れ
、市
内
各

地
域
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
取
り
組
み
を
進

め
て
い
ま
す
。

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
は
こ
れ
か
ら
地
域

に
出
向
い
て
活
動
し
ま
す
。新
た
な
隊
員
に

と
っ
て
は
不
慣
れ
な
地
域
で
の
活
動
と
な
り

ま
す
の
で
、地
域
の
皆
さ
ん
の
ご
支
援
を
お

願
い
し
ま
す
。

い
ち
ば
ん
づ
く
り
課
定
住
推
進
係　

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
２
５
７

平
成
29
年
度

７
人
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊
を

紹
介
し
ま
す
！

地域おこし協力隊員の紹介写
真では、それぞれの活動に関
連したアイテム １  ～  ７ を
持っています。気になるアイ
テムの詳細は 13 ページへ！

ＮＥＷ
!!

林
業
振
興
課

草く
さ
た
に谷

　
夏な

つ
え枝

さ
ん

林
業
振
興
課

中な
か
た
に谷

　
浩こ

う
じ二

さ
ん

東
城
支
所
産
業
建
設
室

佐さ

さ

き
々
木
宏ひ

ろ
と
も知

さ
ん

い
ち
ば
ん
づ
く
り
課

臼う
す
い井

　
拓た

く
や哉

さ
ん

企
画
振
興
課

日ひ
お
き置

　
大だ

い
す
け輔

さ
ん

ぼけとつっこみの関西から来ました。木の
駅プロジェクトを担当いたします。しっか
り学びしっかり実践して木の駅

エキ

スパート
になりたいと思います。関西弁での会話と
なりますが、気長にお付き合いいただき
ますようよろしくお願いします。

ス
ト
ッ
プ
餌
付
け
！
獣
害

対
策
は「
地
域
づ
く
り
」！

Ｈ
Ｉ
Ｒ
Ｏ
Ｃ
Ａ
を

作
っ
て
利
用
し
ま

し
ょ
う

東
城
町
の
皆
さ
ん
、

見
か
け
た
ら
声
を
か
け

て
く
だ
さ
い
！

神
話
と
伝
説
、四
季
の

彩
り
に
風
薫
る
街
道
を

旅
し
ま
せ
ん
か
？

１

2
３

４

高
野
支
所
地
域
振
興
室

柳や
な
ぎ
は
ら

原
さ
お
り
さ
ん

口
和
支
所
地
域
振
興
室

上じ
ょ
う
ば馬

　
秀ひ

で
き樹

さ
ん

さ
と
や
ま
の
　

自
然
体
験
や
農

泊
体
験
の
魅
力

を
発
信
中
！

比
婆
牛
を

全
国
ブ
ラ
ン
ド
へ
！

５
６

７
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審査委員長
庄原市ふるさと大使
西田篤史さん

庄原いちばん動画ＣＭコンテスト作品募集中！

募集期間　平成30年２月20日まで
行政管理課広報統計係　☎０８２４‐７３‐１１５９

　昨年度に引き続き、庄原市をＰＲする動画を募集し、市公
式 Facebook ページ「庄原いちばん　ええね！」および特設
YouTubeチャンネル「庄原いちばん動画ＣＭコンテスト」に掲
載し、これらを通じて庄原の良さを再確認してもらい、庄原の魅
力をもっと多くの方に知ってもらうために「第２回庄原いちばん
動画ＣＭコンテスト」を開催します。奮ってご応募ください！
　昨年度のグランプリ作品表彰式の様子は13ページに掲載して
います。

　

１分～３分間の

作品大募集!
グランプリ1点
賞金15万円

特別奨励賞5点
庄原市特産品1万円相当

https://www.youtube.com/
channel/UCYuHy3MQCW
Pn6CycmuQWSoQ

http://www.city.shobara.
hiroshima.jp/main/
government/kohokocho/
koho/cm/post_542.html

https://www.facebook.com
/shobara.ichiban

特設ユーチューブチャンネル
【庄原いちばん動画ＣＭコンテスト】

その他の注意事項など、詳しくは
市ホームページをご覧ください。

市公式フェイスブックページ
【庄原いちばん ええね！】

第２
回

募
集
テ
ー
マ

　
「
Ｆ
Ｅ
Ｅ
Ｌ
！
Ｓ
Ｈ
Ｏ
Ｂ
Ａ
Ｒ
Ａ
～

来
て
見
て
感
じ
て
庄
原
市
～
」を
テ
ー

マ
と
し
て
作
品
を
募
集
し
、入
選
作
品

を
決
定
し
ま
す
。

募
集
期
間

平
成
30
年
２
月
20
日
㈫
ま
で

※
メ
ー
ル
や
フ
ァ
イ
ル
転
送
サ
ー
ビ
ス

な
ど
で
応
募
の
場
合
は
、２
月
20
日
22

時
必
着
。郵
送
は
２
月
20
日
消
印
有
効
。

表
彰

■
グ
ラ
ン
プ
リ
1
点　

 

（
賞
金
15
万
円
）

■
特
別
奨
励
賞　

５
点
選
出　
（
庄
原

市
特
産
品
１
万
円
相
当
贈
呈
）

応
募
作
品
の
活
用

　

優
秀
な
作
品
は
、市
公
式
フ
ェ
イ
ス

ブ
ッ
ク
ペ
ー
ジ
「
庄
原
い
ち
ば
ん　

え

え
ね
！
」お
よ
び
特
設
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ

チ
ャ
ン
ネ
ル
「
庄
原
い
ち
ば
ん
動
画
Ｃ

Ｍ
コ
ン
テ
ス
ト
」に
掲
載
し
ま
す
。ま

た
、市
の
広
報
素
材
と
し
て
広
く
活
用

し
ま
す
。

応
募
で
き
る
作
品

▼
１
分
以
上
３
分
以
内
の
デ
ジ
タ
ル

デ
ー
タ
▼
ア
ス
ペ
ク
ト
比
は
４
対
３
ま

た
は
16
対
９
▼
形
式
は
Ｍ
Ｐ
４
・
Ｍ
Ｐ

Ｅ
Ｇ
・
Ｗ
Ｍ
Ｖ
・
Ｍ
Ｏ
Ｖ
・
Ａ
Ｖ
Ｉ
▼

平
成
29
年
1
月
1
日
以
降
に
撮
影
ま

た
は
製
作
し
た
作
品
で
、庄
原
市
に
関

連
す
る
映
像
が
含
ま
れ
る
も
の
▼
カ

ラ
ー
・
モ
ノ
ク
ロ
・
実
写
・
ア
ニ
メ
ー

シ
ョ
ン
・
Ｃ
Ｇ
は
不
問

応
募
資
格

　

庄
原
の
魅
力
を
発
信
し
た
い
市
民
・

市
内
団
体
の
方
、庄
原
市
を
応
援
し
た

い
市
外
の
方
な
ど
、ど
な
た
で
も
応
募

い
た
だ
け
ま
す
。

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
る
応

募
要
項
に
同
意
の
う
え
応
募
く
だ
さ
い
。

応
募
方
法
　

　

住
所･

名
前
・
電
話
番
号
・
撮
影
場

所
（
実
写
以
外
の
場
合
モ
デ
ル
に
し
た

場
所
）・
撮
影
日
（
実
写
以
外
の
場
合
作

成
日
）・
作
品
タ
イ
ト
ル
・
作
品
の
解
説

な
ど
の
コ
メ
ン
ト
を
添
付
し
て
、次
の

い
ず
れ
か
の
方
法
で
応
募
く
だ
さ
い
。

■
メ
ー
ル
で
送
付
（
９
Ｍ
Ｂ
ま
で
）

shobara-9@
int.city.shobara.hirosh

im
a.jp

に
送
信
し
て
く
だ
さ
い
。

■
フ
ァ
イ
ル
転
送
サ
ー
ビ
ス
で
送
付

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
フ
ァ
イ
ル
を

転
送
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
場

合
、shobara-9@

int.city.shobara.hiro
shim

a.jp

に
送
信
し
、さ
ら
に
同
じ
宛
先

に
、転
送
し
た
フ
ァ
イ
ル
名
と
転
送
し

た
日
時
お
よ
び
必
要
事
項
を
記
載
し
た

メ
ー
ル
を
別
途
送
信
し
て
く
だ
さ
い
。

■
郵
送
・
持
参

　

デ
ー
タ
を
記
録
し
た
Ｃ
Ｄ
‐
Ｒ
、Ｄ

Ｖ
Ｄ
‐
Ｒ
、Ｕ
Ｓ
Ｂ
フ
ラ
ッ
シ
ュ
メ
モ
リ

な
ど
の
記
憶
媒
体
に
、必
要
事
項
を
記

入
し
た
メ
モ
を
添
え
て
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。（
Ｕ
Ｓ
Ｂ
フ
ラ
ッ
シ
ュ
メ
モ
リ
以

外
の
記
録
媒
体
の
返
却
は
し
ま
せ
ん
。）

送
付
先
・
持
参
先

〒
７
２
７
‐
８
５
０
１

広
島
県
庄
原
市
中
本
町
一
丁
目
10
番
1
号

行
政
管
理
課
広
報
統
計
係

審
査
委
員

【
審
査
委
員
長
】

西
田
篤
史
さ
ん（
庄
原
市
ふ
る
さ
と
大
使
）

【
審
査
委
員
】

▼
杉
山
紀
彦
さ
ん
（
広
島
テ
レ
ビ
「
ひ

ろ
お
く
便
り
」デ
ィ
レ
ク
タ
ー
）

▼
坂
田
忠
則
さ
ん
（
庄
原
市
観
光
協
会

専
務
理
事
）

▼
庄
原
市
長　

木
山
耕
三

審
査
結
果
発
表

平
成
30
年
３
月
（
予
定
）

動
画
制
作
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
！

　

目
を
引
く
動
画
の
構
成
や
撮
影
の
仕

方
な
ど
に
つ
い
て
の
無
料
講
習
会
を
開

催
す
る
予
定
で
す
。詳
細
が
決
定
次
第
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
市
公
式
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ

ク
ペ
ー
ジ
な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
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～耕地・山地の重複地番の解消へ～

山地番
の地番変更
を行います

例

広島法務局不動産登記部門 
☎０８２‐２２８‐５７４１

　

広
島
県
で
は
明
治
以
来
、
宅
地
な
ど
の
耕

地
に
1
番
か
ら
順
に
地
番
（
耕
地
番
）
が
付

け
ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
山
林
な
ど
の

山
間
地
に
も
同
じ
よ
う
に
1
番
か
ら
順
に
地

番
（
山
地
番
）
が
付
け
ら
れ
た
た
め
、
同
じ

大
字
（
地
番
区
域
）
内
の
耕
地
と
山
地
の
間

に
同
じ
番
地
が
あ
る
「
重
複
地
番
」
が
多
く

存
在
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
法
務
局
が
提
供
し
て
い
る
登

記
情
報
提
供
制
度
（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
不

動
産
登
記
情
報
な
ど
が
確
認
で
き
る
制
度
）

や
各
種
申
請
・
届
け
出
の
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請

な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
と
き
、
重
複

地
番
の
存
在
を
知
ら
な
い
こ
と
に
よ
る
誤
入

力
や
、
物
件
入
力
が
で
き
な
い
な
ど
の
ト
ラ

ブ
ル
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

広
島
法
務
局
で
は
、
こ
う
し
た
ト
ラ
ブ
ル

の
解
消
を
行
い
、
不
動
産
に
関
す
る
権
利
を

保
全
し
、
安
全
・
円
滑
に
取
引
が
で
き
る
よ

う
に
す
る
た
め
、
山
地
番
の
地
番
変
更
を
行

い
ま
す
。

●
本
年
度
地
番
変
更
を
行
う
区
域

庄
原
地
域
（
12
区
域
）

　

本
町
、
川
手
町
、
宮
内
町
、
永
末
町
、
大

久
保
町
、
三
日
市
町
、
戸
郷
町
、
上
原
町
、

七
塚
町
、
田
原
町
、
市
町
、
掛
田
町

●
地
番
変
更
の
方
法

　

原
則
と
し
て
山
地
番
に
そ
れ
ぞ
れ

『
５
０
０
０
』
を
加
え
る
方
法
に
よ
っ
て
行

い
ま
す
。

変
更
前　

１
１
５
番

変
更
後　

５
１
１
５
番

●
地
番
の
変
更
時
期

　

６
月
中
旬
か
ら
順
次
地
番
区
域
ご
と
に
変

更
す
る
予
定
で
す
。

●
所
有
者
に
は
変
更
通
知
書
を
送
付
し
ま
す

　

地
番
を
変
更
後
、
法
務
局
か
ら
登
記
簿
に

記
載
さ
れ
て
い
る
所
有
者
あ
て
に
地
番
変
更

通
知
書
を
送
付
し
ま
す
。

　

庄
原
市
・
府
中
市
・
神
石
高
原
町
・

世
羅
町
の
２
市
２
町
に
よ
る
共
同
広

報
テ
レ
ビ
番
組「
ひ
ろ
お
く
便
り
」が
、

本
年
度
も
放
送
さ
れ
ま
す
。

　
「
ひ
ろ
お
く
便
り
」は
、
毎
週
月
曜

日
18
時
55
分
～
19
時
に
広
島
テ
レ
ビ

で
放
送
さ
れ
ま
す
。
年
間
を
通
し
て

50
回
放
送
さ
れ
、
庄
原
市
の
放
送
は

そ
の
う
ち
15
回
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

庄
原
市
の
本
年
度
第
１
回
の
放
送

日
は
５
月
15
日
㈪
で
す
。

　

放
送
内
容
は
、
女
性
リ
ポ
ー
タ
ー

が
市
内
の
観
光
施
設
や
催
し
、
農
場

な
ど
を
巡
っ
た
り
、
市
民
活
動
や
暮

ら
し
に
ふ
れ
た
り
、
体
験
し
た
り
し

て
、
ま
ち
の
魅
力
を
伝
え
ま
す
。
イ

ベ
ン
ト
情
報
な
ど
も
紹
介
し
ま
す
の

で
、
皆
さ
ん
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

行政管理課広報統計係　☎ 0824-73-1159

本年度の放送スタート！

広報テレビ番組庄原市の放送回の概要

●放送回数

年間15回

●放送時間

毎週月曜日 18：55～19：00
（放送は実質３分間程度）

●放送日

①５月15日　②５月22日　③７月10日
④７月17日　⑤９月４日　⑥９月11日
⑦10月２日　⑧10月９日　⑨11月27日
⑩12月４日　⑪12月25日　⑫１月８日
⑬２月26日　⑭３月５日　⑮３月19日

　※日程は変更となる場合があります。

●放送局

広島テレビ

●放送エリア

広島県内

第１回は

月

５月15日
ON  AIR
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母子保健母子保健母子保健
コーナー

　
　

保
健
医
療
課
健
康
推
進
係　

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
２
５
５

　

マ
タ
ニ
テ
ィ
マ
ー
ク
の
デ
ザ
イ
ン
は
、

マ
タ
ニ
テ
ィ
マ
ー
ク
使
用
規
程
（
平
成
25

年
12
月
25
日
厚
生
労
働
省
雇
用
均
等
・
児

童
家
庭
局
母
子
保
健
課
）に
基
づ
け
ば
、厚

生
労
働
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
し
て
使
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。本

市
で
は
母
子
手
帳
交
付
時
に
写
真
の
よ
う

な
マ
タ
ニ
テ
ィ
マ
ー
ク
を
妊
婦
へ
配
布
し

て
い
ま
す
。

　

子
育
て
通
信

子
育
て
通
信

あ
そ
び
っ
子

あ
そ
び
っ
子

　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、子
育
て
家

庭
や
地
域
の
皆
さ
ん
が
気
軽
に
集
い
交
流

で
き
る
場
で
す
。子
育
て
に
関
す
る
相
談
・

子
育
て
情
報
の
提
供
・
子
育
て
家
庭
の
友

だ
ち
作
り
や
交
流
の
場
の
提
供
、子
育
て

サ
ー
ク
ル
の
活
動
支
援
な
ど
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

子
育
て
仲
間
と
の
出
会
い
の
場
と
し

て
、気
軽
に
利
用
し
て
も
ら
う
た
め
、今
回

か
ら
、市
内
に
あ
る
各
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
の
紹
介
を
し
て
い
き
ま
す
。

　

マ
タ
ニ
テ
ィ
マ
ー
ク
を
ご
存
知
で
す

か
。マ
タ
ニ
テ
ィ
マ
ー
ク
は
、国
民
運
動
計

画
「
健
や
か
親
子
21
」推
進
検
討
会
で
、妊

娠
・
出
産
に
関
す
る
安
全
性
と
快
適
さ
の

確
保
を
目
指
し
て
平
成
18
年
3
月
10
日
に

発
表
さ
れ
て
か
ら
本
年
で
12
年
目
を
迎
え

ま
し
た
。

　

妊
娠
初
期
（
妊
娠
２
～
４
カ
月
）は
、胎

児
が
ど
ん
ど
ん
成
長
す
る
だ
け
で
な
く
、

妊
婦
が
流
産
や
つ
わ
り
な
ど
体
調
を
崩
し

や
す
い
時
期
で
、健
康
を
維
持
す
る
こ
と

が
と
て
も
大
切
で
す
。し
か
し
、お
腹
の
膨

ら
み
が
ま
だ
目
立
た
な
い
の
で
、外
見
か

ら
妊
婦
と
は
分
か
り
に
く
く
、「
電
車
で
席

に
座
れ
な
い
」「
た
ば
こ
の
煙
が
気
に
な

る
」な
ど
、つ
ら
い
思
い
を
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。こ
の
マ
ー
ク
を
身
に
つ
け
れ
ば
、

妊
娠
中
で
あ
る
こ
と
が
一
目
で
周
囲
に
わ

か
り
ま
す
。そ
の
た
め
、交
通
機
関
な
ど
を

利
用
す
る
際
や
緊
急
時
、体
調
不
良
時
に

周
り
か
ら
理
解
や
協
力
が
得
や
す
く
な
り

ま
す
。

　

ま
た
、マ
ー
ク
入
り
の
ポ
ス
タ
ー
を
交

通
機
関
や
公
共
機
関
、飲
食
店
、職
場
な
ど

が
掲
示
す
る
こ
と
で
、妊
産
婦
に
優
し
い

環
境
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
る
こ
と
が
分

か
り
ま
す
。

児童福祉課
あんしん支援係
☎ 0824-73-0051

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
は

あ
な
た
の
子
育
て
を

応
援
し
て
い
ま
す
！

　

新
学
期
に
入
り
、
１
カ
月
余
り
た
ち
ま

し
た
。
新
入
生
も
学
校
生
活
に
慣
れ
、
気

候
も
穏
や
か
に
な
り
、
外
で
遊
ぶ
機
会
も

増
え
て
き
た
と
思
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
子
ど
も
た
ち
が
、
凶
悪
、
悪

質
な
事
件
の
被
害
者
に
な
る
と
い
う
ケ
ー

ス
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
３
月
に
は
、
千

葉
県
内
で
、
登
校
中
の
女
子
小
学
生
が
殺

害
さ
れ
る
と
い
う
痛
ま
し
い
事
件
が
起
き

て
い
ま
す
。

　

市
内
で
は
、
子
ど
も
た
ち
が
被
害
に

遭
う
よ
う
な
事
件
は
発
生
し
て
い
ま
せ
ん

が
、
子
ど
も
た
ち
が
被
害
者
に
な
ら
な
い

よ
う
に
、「
み
ん
な
で
助
け
合
い
、
支
え

合
い
、
地
域
の
安
全
は
地
域
で
守
る
」
と

い
う
取
り
組
み
が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、
子
ど
も
た
ち
に
は
―

①
防
犯
グ
ッ
ズ
を
持
た
せ
ま
し
ょ
う
。

▼
防
犯
ブ
ザ
ー
の
携
帯
な
ど

②
緊
急
時
の
避
難
先
を
確
認
さ
せ
て
お
き

ま
し
ょ
う
。

▼
「
こ
ど
も
１
１
０
番
の
家
」
の
所
在
な

ど
の
確
認

③
「
い
か
・
の
・
お
・
す
・
し
」
を
教
え

ま
し
ょ
う
。

▼
知
ら
な
い
人
に
は
つ
い
て
“
い
か
”
な

い▼
知
ら
な
い
車
に
は
“
の
”
ら
な
い

▼
“
お
”
お
き
な
声
を
出
す

▼
“
す
”
ぐ
に
逃
げ
る

▼
“
し
”
ら
せ
る

庄
原
警
察
署　

☎
０
８
２
４
‐
72
‐
０
１
１
０

子
ど
も
の
安
全
確
保
を
！

マ
タ
ニ
テ
ィ
マ
ー
ク
に
つ
い
て

庄
原
ひ
だ
ま
り
広
場

子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
へ

行
っ
て
き
ま

し
た
！

中
本
町
二
丁
目
13
番
１
号

Ｊ
Ｒ
備
後
庄
原
駅
舎
内

☎
０
８
２
４
‐
75
‐
０
２
２
２

開
所
日　

月
～
土
曜
日
（
祝
日
・
第
５
土

曜
日
を
除
く
）９
時
30
分
～
16
時

※
予
約
、利
用
料
は
不
要
（
た
だ
し
、行
事

参
加
に
つ
い
て
は
事
前
予
約
が
必
要
な
場

合
あ
り
）

　

庄
原
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
「
庄
原
ひ

だ
ま
り
広
場
」は
、Ｊ
Ｒ
備
後
庄
原
駅
舎
内

に
あ
り
ま
す
。窓
を
開
け
て
電
車
を
眺
め

る
こ
と
が
で
き
、子
ど
も
た
ち
も
大
喜
び

で
す
。

　

４
月
か
ら
土
曜
日
の
開
所
が
ス
タ
ー
ト

し
、平
日
は
仕
事
で
利
用
で
き
な
か
っ
た

人
な
ど
、た
く
さ
ん
の
人
が
利
用
し
て
い

ま
し
た
。

　

子
育
て
真
っ
最
中
の
人
だ
け
で
な
く
、

「
お
じ
い
ち
ゃ
ん
」「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
」の
利

用
も
お
待
ち
し
て
い
ま
す
！

～
行
動
し
よ
う
　
消
費
者
の
未
来
へ
～

か
し
こ
い
消
費
者
に

な
る
た
め
の
キ
ー
ワ
ー
ド

「
一
旦
、止
ま
っ
て
考
え
る
」

正
し
い
行
動

市
民
生
活
課
市
民
生
活
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
５
４

５
月
は
消
費
者
月
間
で
す

　

買
い
物
や
契
約
、ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
に
関

す
る
相
談
は
庄
原
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
へ
！

　

地
域
へ
出
向
い
て
お
話
を
す
る
「
出
前
ト
ー

ク
」も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ

さ
い
。

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
２
２
８

平
日
９
時
～
16
時
（
12
時
～
13
時
は
除
く
）受
付

困
っ
た
と
き
は　

ど
う
し
よ
う 

♪

頼
れ
る
窓
口　

あ
り
ま
す
よ 
♪

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
へ 

♪

早
め
に
相
談　

し
て
み
よ
う 

♪

困
っ
た
時
は
庄
原
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
へ

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
の
歌

　
「
も
し
も
し
カ
メ
よ
」の
節
で
歌
え
ま
す

　

私
た
ち
は
、毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で
商
品

を
選
び
購
入
し
ま
す
。

　

便
利
な
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
、い

つ
で
も
ど
こ
か
ら
で
も
商
品
を
買
う
こ
と
も

で
き
ま
す
。そ
の
一
方
で
、商
品
の
情
報
が
多

す
ぎ
て
自
分
に
必
要
な
も
の
を
選
ぶ
こ
と

が
で
き
な
か
っ
た
り
、情
報
が
少
な
す
ぎ
て

必
要
の
な
い
も
の
ま
で
購
入
し
て
し
ま
っ
た

り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

よ
り
良
い
消
費
生
活
の
た
め
に
は
、消
費

者
の
か
し
こ
い
行
動
が
大
切
で
す
。

本当に自分が欲しい
ものかな？

家族に相談して
みようかな？

いま、必要かな？

⇦
一
＋
止
＝
正
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　市政トピックス 
h

e
a

lth
y

 c
o

lu
m

n

寺元豊樹企画振興部長（右）から委嘱状を受け取る若林さん（左）

　

市
は
４
月
１
日
付
で
移
住

定
住
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
（
定

住
支
援
員
）
を
新
た
に
１
人

委
嘱
し
ま
し
た
。
委
嘱
し
た

若わ
か
ば
や
し林
隆た

か
し志

さ
ん
は
こ
れ
ま
で

総
務
省
か
ら
行
政
相
談
員
と

し
て
委
嘱
を
受
け
る
ほ
か
、

比
和
自
治
振
興
区
の
地
域
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
し
て
空
き
家

対
策
な
ど
の
取
り
組
み
に
関

わ
っ
て
お
り
、
現
在
は
比
和

自
治
振
興
区
の
区
長
と
し
て

比
和
地
域
の
定
住
推
進
に

奮ふ
ん
れ
い励
努
力
し
て
い
ま
す
。
引

き
続
き
比
和
地
域
で
移
住
希

望
者
と
地
域
の
つ
な
ぎ
役
と

し
て
、
こ
れ
ま
で
の
経
験
を

生
か
し
た
活
躍
が
期
待
さ
れ

ま
す
。

比和地域で活動開始！
移住定住コンシェルジュを新たに１人委嘱

いちばん
づくり課

　

移
住
定
住
コ
ン
シ
ェ
ル

ジ
ュ
制
度
は
、
移
住
を
希
望

す
る
方
や
移
住
し
た
て
の
方

に
対
す
る
き
め
細
や
か
な
支

援
体
制
を
整
え
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。
活
動
は

必
要
に
応
じ
て
随
時
行
わ

れ
、
任
期
は
２
年
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
東
城
地
域
、
高

野
地
域
、
口
和
地
域
で
３
人

の
移
住
定
住
コ
ン
シ
ェ
ル

ジ
ュ
が
活
動
し
て
お
り
、
若

林
さ
ん
を
加
え
４
人
体
制
と

な
り
ま
し
た
。今
後
も
市
は
、

こ
の
取
り
組
み
を
他
の
地
域

に
も
広
げ
、
移
住
希
望
者
が

移
住
し
や
す
い
環
境
の
整
備

に
努
め
て
い
き
ま
す
。

ドローンで撮影した美しい
動画が評価された

木山市長から賞状を
受け取る林さん（右）

　

平
成
28
年
度
庄
原
い
ち
ば
ん
動
画
Ｃ
Ｍ
コ
ン

テ
ス
ト
の
グ
ラ
ン
プ
リ
作
品
が
決
定
し
、
３
月

29
日
に
表
彰
式
を
行
い
ま
し
た
。

　
「
知
っ
て
ほ
し
い
！
庄
原
い
ち
ば
ん
～
行
き

た
く
な
る
庄
原
・
住
み
た
く
な
る
庄
原
～
」
を

テ
ー
マ
に
、
市
を
Ｐ
Ｒ
す
る
１
～
３
分
間
の
デ

ジ
タ
ル
動
画
を
昨
年
7
月
か
ら
本
年
２
月
に
か

け
て
募
集
。
８
人
か
ら
19
点
が
出
品
さ
れ
、
３

月
22
日
・
23
日
の
審
査
会
を
経
て
次
の
作
品
が

選
ば
れ
ま
し
た
。

●
グ
ラ
ン
プ
リ

林　

智と
も
お雄
さ
ん
（
西
城
町
） 

作
品
名
「
芸
備
線
に
乗
っ
て
西
城
へ
来
て
み
ん

さ
い
！
」

グランプリ作品決定！
庄原いちばん動画ＣＭコンテスト表彰式

行政
管理課

～５ページで地域おこし協力隊が持っているアイテムの詳細～
アイテム詳細 隊員活動内容

木の駅に木材を出荷したら受け取れる地域通貨『里山券』 木の駅プロジェクト事業の推進

有害鳥獣の判別に役立つ『センサーカメラ』 有害鳥獣防除対策の促進活動

ＰＲロゴマーク入り『比婆いざなみ街道のぼり』 比婆いざなみ街道物語（北部資源活用計画）
の推進

庄原地域のにぎわい創出に活用が見込まれる地域電子マネーHIROCA
（ヒロカ）機能搭載の『県立広島大学学生証』

県立広島大学の学生・教授と地域をつなぐ仕
組みの構築

東城市街地の観光のお供に『ぶらり散歩マップ』 農産物や加工品などの地元産品の現状を分析
するための市場調査

登山ツアーでガイドを行う柳原隊員に不可欠な『トレッキングポール』高野地域における農村体験交流の推進活動

庄原市の特産『比婆牛』 口和地域の資源を生かした活性化策の検討と
実践

１

２

３

４

５

６

７
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多くの来場者でにぎわった「東城春まつり」

（左から）JA庄原代表理事組合長　　島一平氏、木山市長、
全農広島県本部県本部長　水永祐治氏、（株）庄原市農林振
興公社代表取締役社長　山﨑逸郎氏

トラックを懸命に走る参加者

比和小学校入学式の様子

４月から赴任した高張医師

　

３
月
11
日
・
12
日
の
２
日

間
、
庄
原
市
道
の
駅
等
連

絡
協
議
会
が
主
催
し
、
道
の

駅
「
遊
Ｙ
Ｏ
Ｕ
さ
ろ
ん
東
城
」

を
会
場
に
初
の
連
携
イ
ベ
ン

ト
「
東
城
春
ま
つ
り
」
を
開

催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
庄
原
市
内
の
５

つ
の
交
流
拠
点
施
設
（
遊
Ｙ

Ｏ
Ｕ
さ
ろ
ん
東
城
・
東
城
き

ん
さ
い
市
、
ゆ
め
さ
く
ら
、

モ
ー
モ
ー
物
産
館
、
道
の
駅

た
か
の
、
リ
ス
ト
ア
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
）
が
そ
れ
ぞ
れ
の
施

設
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
メ
ニ
ュ
ー

を
準
備
し
、
２
日
間
で
市
内

外
か
ら
約
６
０
０
人
が
来
場

し
ま
し
た
。
広
島
牛
の
鉄
板

焼
き
ス
テ
ー
キ
や
帝
釈
お
こ

わ
な
ど
、
市
内
各
地
の
オ
リ

　

市
は
、
全
農
広
島
県
本
部
・
Ｊ
Ａ
庄
原
・（
株
）

庄
原
市
農
林
振
興
公
社
と
「
和
牛
Ｔ
Ｍ
Ｒ
セ
ン

タ
ー
」
の
活
用
に
向
け
て
連
携
を
強
化
し
て
い
く

た
め
に
、
３
月
29
日
に
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

　
「
Ｔ
Ｍ
Ｒ
」
と
は
、
牛
に
と
っ
て
理
想
的
な
栄

養
バ
ラ
ン
ス
を
備
え
た
混
合
飼
料
（
混
ぜ
ご
飯
）

の
こ
と
で
、
庄
原
産
の
飼
料
用
稲
な
ど
を
原
料
と

し
て
製
造
さ
れ
ま
す
。
こ
の
飼
料
を
用
い
る
こ
と

で
、
飼
養
の
省
力
化
や
、
発
育
お
よ
び
肉
質
の
向

上
な
ど
の
効
果
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
飼
料
の
製
造
工
場
で
あ
る
「
和
牛
Ｔ
Ｍ
Ｒ

セ
ン
タ
ー
」
の
県
内
で
の
整
備
を
全
農
広
島
県
本

部
が
検
討
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
市
は
、
県
内
最

大
の
和
牛
生
産
地
帯
で
あ
る
庄
原
市
へ
の
誘
致
を

進
め
、
七
塚
原
地
域
に
整
備
さ
れ
る
こ
と
が
決
定

し
ま
し
た
。
現
在
、
平
成
30
年
１
月
か
ら
の
施
設

稼
動
に
向
け
て
準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

新
た
な
施
設
を
最
大
限
に
活
用
し
て
い
く
こ
と

で
、比
婆
牛
を
中
心
と
し
た
和
牛
産
地
の
強
化
や
、

水
田
農
業
の
さ
ら
な
る
振
興
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

庄
原
観
光
い
ち
ば
ん
協
議
会
は
３
月

18
日
か
ら
６
月
18
日
㈰
ま
で
の
３
カ
月

間
で
、
庄
原
を
彩
る
花
や
ガ
ー
デ
ン
、

地
元
な
ら
で
は
の
グ
ル
メ
、
宿
泊
な
ど

が
堪
能
で
き
る「
は
な
た
び
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。「
庄
原
さ
と

や
ま
オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ
ン
」
な
ど
、「
花
」

を
テ
ー
マ
と
し
た
イ
ベ
ン
ト
に
合
わ
せ

て
、
花
め
ぐ
り
に
便
利
な
「
花
た
び
バ

ス
ツ
ア
ー
」
や
、
庄
原
の
宿
で
「
花
の

お
も
て
な
し
」
が
楽
し
め
る
「
花
た
び

プ
ラ
ン
」
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

　

期
間
中
、「
花
た
び
バ
ス
ツ
ア
ー
」
や

「
花
た
び
宿
泊
プ
ラ
ン
」
を
利
用
し
た
方

に
は
、
先
着
で
オ
リ
ジ
ナ
ル
ト
ー
ト
バ
ッ

グ
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
な
ど
、
特
典
も

取
り
そ
ろ
え
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
庄

原
市
観
光
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
庄
原

観
光
ナ
ビ
（shobara-info.com

/sp/
event/1188

）」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

４
月
13
日
、
庄
原
市
上
野
総
合

公
園
陸
上
競
技
場
で
平
成
29
年
度

ア
ス
リ
ー
ト
（
陸
上
競
技
）
教
室

の
開
校
式
を
行
い
、
１
年
間
の
教

室
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

３
年
目
を
迎
え
た
本
教
室
は
、

将
来
の
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
を
養

成
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
市
内
の

小
学
３
～
６
年
生
を
対
象
に
一
年

を
通
し
て
陸
上
競
技
の
専
門
的
知

識
を
有
す
る
指
導
者
に
よ
り
指
導

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

開
校
式
終
了
後
、
68
人
の
参
加

者
は
早
速
陸
上
競
技
場
の
ト
ラ
ッ

ク
を
走
り
、
自
己
へ
の
挑
戦
を
し

つ
つ
、
新
し
い
友
だ
ち
と
交
流
を

深
め
て
い
ま
し
た
。

　

花
壇
の
花
か
ら
爽
や
か
な
春
の
香

り
が
届
く
４
月
６
日
、
平
成
29
年
度

比
和
小
学
校
の
入
学
式
を
行
い
ま
し

た
。

　

６
人
の
新
１
年
生
は
、
新
し
く
始

ま
る
勉
強
や
生
活
へ
の
期
待
に
胸
を

ふ
く
ら
ま
せ
な
が
ら
も
少
し
緊
張
し

な
が
ら
、
６
年
生
に
手
を
つ
な
い
で

も
ら
い
、
笑
顔
で
入
場
し
ま
し
た
。

　

古ふ
る
え家
八や

ち

よ

千
代
校
長
が
「
皆
さ
ん
が

入
学
し
て
く
る
日
を
、
き
り
ん
さ
ん

の
よ
う
に
首
を
長
く
し
て
楽
し
み
に

待
っ
て
い
ま
し
た
。
先
生
や
友
だ
ち

の
い
い
と
こ
ろ
を
し
っ
か
り
見
つ
け

て
大
好
き
に
な
り
ま
し
ょ
う
。
元
気

　

国
民
健
康
保
険
総
領
診
療
所
の

所
長
と
し
て
赴
任
し
た
高た

か
は
り
こ
う
す
け

張
康
介

医
師
が
、
４
月
３
日
か
ら
診
療
を

開
始
し
ま
し
た
。

　

２
年
間
勤
務
し
た
畑は

た
の野
悠ゆ

う

前
所

長
の
後
任
と
な
る
高
張
医
師
は
広

島
市
出
身
。
平
成
27
年
４
月
か
ら

本
年
３
月
ま
で
の
２
年
間
、
公
立

み
つ
ぎ
総
合
病
院
で
内
科
医
と
し

て
勤
務
経
験
が
あ
り
、
本
年
度
か

ら
総
領
地
域
の
医
療
を
担
い
ま

す
。

　

高
張
医
師
は
「
平
成
25
年
か
ら

２
年
間
、
庄
原
赤
十
字
病
院
循
環

器
内
科
で
勤
務
し
て
い
ま
し
た
。

庄
原
は
大
好
き
な
ま
ち
で
、
帰
っ

て
来
る
こ
と
が
で
き
、
う
れ
し
く

思
っ
て
い
ま
す
。
総
領
で
は
、
よ

り
地
域
に
密
着
し
た
、
診
療
科
目

に
と
ら
わ
れ
な
い
幅
広
い
診
療
を

心
が
け
ま
す
」と
話
し
て
い
ま
す
。

庄原市内にある道の駅などが初の連携イベント
「東城春まつり」を開催

商工
観光課

飼料工場の活用に向け一致団結！
「和牛TMR センター」の運営に関する協定締結式

農業
振興課

バスツアー・宿泊プランで花のおもてなし
はなたびキャンペーンの実施

商工
観光課

将来のアスリートをめざして
アスリート（陸上競技）教室が開校

生涯
学習課

期待に胸膨らむ新１年生
平成29 年度比和小学校入学式

教育
指導課

新所長が診療開始
総領診療所に高張医師が赴任

総領支所

ジ
ナ
ル
メ
ニ
ュ
ー
が
ず
ら
り

と
並
び
ま
し
た
。

　

遊
Ｙ
Ｏ
Ｕ
さ
ろ
ん
東
城
の

名
越
支
配
人
は
「
い
ろ
ん
な

施
設
が
一
堂
に
会
し
た
イ
ベ

ン
ト
は
初
め
て
の
試
み
だ
っ

た
が
、
趣
向
を
こ
ら
し
た
メ

ニ
ュ
ー
で
グ
ル
メ
の
ま
ち
庄

原
を
Ｐ
Ｒ
で
き
て
良
か
っ
た
。

今
後
も
こ
う
し
た
連
携
イ
ベ

ン
ト
を
企
画
し
、
多
く
の
方

に
庄
原
市
を
訪
れ
て
い
た
だ

け
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

庄
原
市
道
の
駅
等
連
絡
協

議
会
で
は
、
今
後
も
こ
う
し

た
連
携
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
て

「
グ
ル
メ
の
ま
ち
庄
原
」
を

Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
ま
す
。

な
声
で
自
分
か
ら
返
事
や
挨
拶
を
し

ま
し
ょ
う
。
先
生
や
友
だ
ち
の
話
を

よ
く
聞
き
ま
し
ょ
う
」
と
お
祝
い
の

言
葉
を
贈
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
在
校
生
を
代
表
し
て
、
６

年
生
の
川か

わ
ひ
が
し東
結ゆ

う羽
さ
ん
が
、「
比
和

小
学
校
に
は
、『
笑
顔
の
あ
い
さ

つ
』
や
『
響
く
歌
声
』『
助
け
合
う

心
』
な
ど
７
つ
の
宝
物
が
あ
り
ま

す
。
い
っ
し
ょ
に
、
こ
の
宝
物
に
磨

き
を
か
け
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
分
か

ら
な
い
こ
と
は
何
で
も
聞
い
て
く
だ

さ
い
」
と
述
べ
、
歓
迎
の
歌
「
ド
キ

ド
キ
ド
ン
！
一
年
生
」
を
全
員
で
歌

い
ま
し
た
。

バスツアー・宿泊プラン
利用者先着300人に　
オリジナルトートバッグ

プレゼント！

さらにアンケートに
答えると抽選で５人に
比婆牛が当たります！
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地域で伝統祭事を再現 やわた創生プロジェクトたたら製鉄を知ろう！ 地域の活性化のために
　くちわ旧暦ひなまつり・3/26～ 4/2 　ぽんぽこ山保育園開園式・入園式・4/15　中国山地のたたら製鉄資料展・4/8～5/14 　優良公民館表彰・3/1

口和自治振興センターで「くちわ旧暦ひなまつり」
が開催され、期間中延べ 400 人が参加しました。口
和地域では明治以降、新暦の３月３日にひなまつりを
祝う風習が定着しましたが、それまでは桃の咲く旧暦

（４月３日ごろ）に行っていました。
このまつりは、口和地域の住民が昔から所有してい

る七段飾りや三次人形、保育所園児による作品などを
展示して、伝統の旧暦ひなまつりを再現します。また、
ひな人形の他にも短歌、俳句、写真コンテストなどの
作品が展示されました。最終日には、着物の着付け体
験や工作のコーナーだけでなく、本の読み聞かせなど
のイベントも催され、たくさんの参加者でにぎわいま
した。

東城町八幡にあるぽんぽこ山保育園で、開園式 ･ 入
園式が行われました。ぽんぽこ山保育園は、本年３月
で閉所となった市立八幡保育所に代わり、地元のＮＰ
Ｏ法人が八幡保育所の施設を借り受け開園した小規模
認可保育園です。４月にぽんぽこ山保育園に入園した
６人の児童は、小規模保育園の良さを生かした、児童
一人一人にしっかり目の行き届いた保育を受けていま
す。また、八幡地域の自然の中でのびのびと生活を送
れるのもぽんぽこ山保育園の良いところです。

開園式 ･ 入園式に参加した児童は、これから始まる
ぽんぽこ山保育園での楽しい生活に期待いっぱいで笑
顔を輝かせていました。

中国山地では昔からたたら製鉄が盛んで、庄原市内
でも各地に製鉄関係の遺構が残されています。特に、

「東城・西城くろがねどころ」とうたわれるように、比
婆山連峰を中心とした旧比婆郡では、あちこちでたた
ら製鉄が行われていました。

そのような、たたら製鉄について知ることができる
「中国山地のたたら製鉄資料展」が、備北丘陵公園で行
われています。これは、西城収蔵学習室に保管されてい
る製鉄関係の用具などを展示しているもので、実際に
製鉄に使われた道具や、解説パネルなどでたたら製鉄
について詳しく学ぶことができます。

この展示は5 月14 日まで、備北丘陵公園内の「さと
やま展示館」で開催中です。

庄原市西城自治振興センターが優良公民館表彰を受
け、西城自治振興区の増永勝義会長が文部科学省（東
京都）で表彰状を受け取りました。事業内容や方法など
に工夫をこらし、地域住民の学習活動に大きく貢献し
ていることが認められ、文部科学大臣から表彰を受け
ました。

同自治振興センターでは、高齢化率が50% 近くある
地域の特性を踏まえ、高齢者のみで構成される200 世
帯を訪問、聞き取り調査を行い、そこで明らかになった
地域や個人が抱える課題に対して、出前講座、野菜のイ
ンターネット販売などの活動を行うことで、高齢者の
生活支援や生きがいづくりに効果をあげ、地域の活性
化に大きく貢献したことが高く評価されました。

決意を新たに住民の安全を守る庄原の食と体験を満喫 茶道で和の心を学ぶ
　比和方面隊出初式・3/26　道の駅たかの　雪どけまつり・4/15～ 16 　お茶教室開催・3/10

　新年度を前に、消防団員の士気高揚を図るとともに、
消防活動に対する認識と信頼を深め、防火思想の関心
を高めるため、比和方面隊出初式が行われました。
　この日は、時折強い風の吹く寒い日でしたが、新た
に４人が入団し冨

と み な が

永隆
り ゅ う じ

司方面隊長以下約 60 人の団員
が参加。式典、観閲の後、分列行進が行われました。
また、これまで地域の安全を守ってきた６人が退団し、
現役団員に思いを託しました。
　団員は「昨年の熊本県や鳥取県での地震など、全国
的に災害が続いている。住民の皆さんの期待に応えら
れるよう技術向上に努めたい」と決意を新たにしてい
ました。

道の駅たかの４周年を記念して「雪どけまつり」が開
催され、市内外から家族連れなど２日間で約１万８千人が
来場しました。

駅舎周辺に並んだテント屋台では、出荷者による庄原
産にこだわった特産品の実演販売や、しいたけの植菌、バ
ターづくりなどのワークショップが開催されました。15
日にはスポーツ雪合戦体験、16 日には水陸両用車乗車体
験などのイベントも行われ、各会場は終日にぎわいを見
せました。

市外の来場者からは「生産者の顔が見えるので安心
して買い物ができた。庄原は魅力的な食と体験が充実し
ている」と声が聞こえてきました。

６年前から毎月１回、総領自治振興センターでお茶
教室が開催され、総領保育所年長組の園児が参加して
います。この教室は、茶道を通して日本の文化に慣れ親
しみ、礼儀作法を身につけることを目的に、裏千家の
柳
や ぎ ゅ う

生菅
す が こ

子さんを講師に迎え行われています。
この日は、園児たちにとって卒園前の最後の教室で、

講師の柳生さん宅に招待されました。園児たちは、１年
間かけて習得したあいさつの仕方や歩き方、お茶の立
て方・頂き方などのお手前を、見事に披露しました。

柳生さんは「１年間のお稽古で、立派な立ち振舞い
ができるようになった。今後も茶道の楽しさを忘れな
いでほしい」と話していました。

▲工作コーナーでは子どもたちが折り紙でひな飾りを作った ▲地域で開園と入園を祝った▲中国山地のたたら製鉄資料展の様子 ▲文部科学省の表彰会場 ▲木山耕三市長へ表彰の報告（3 月 16 日）

№6 №2№7 №3

№4 №1

▲厳格に分列行進が行われた▲多くの来場者でにぎわう会場 ▲柳生さんに教わりながら１年間の成果を見事に披露した

№5



お知らせInformation

催　
　

し

時
悠
館
春
の
特
別
展

●
中
村
浩
子
日
本
画
展

　

故
郷
の
田
園
や
草
花
を
描
い
た
作

品
25
点
を
展
示
し
ま
す
。
広
島
県

日
本
画
協
会
所
属
、
三
次
市
在
住
。

と
き　

６
月
25
日
㈰
ま
で

９
時
～
17
時

と
こ
ろ　

時
悠
館

入
館
料　

高
校
生
以
上
４
０
０
円

問
い
合
わ
せ

☎
０
８
４
７
７
‐
６
‐
０
１
６
１

比
婆
山
山
開
き

　

古
事
記
の
里
の
夏
を
告
げ
る
比

婆
山
山
開
き
で
す
。
夏
登
山
の
安

全
祈
願
神
事
や
田
植
え
踊
り
、
西

城
川
太
鼓
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
、
会

場
で
は
特
産
品
の
販
売
や
比
婆
牛

の
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
も
楽
し
め
ま
す
。

と
き　

５
月
28
日
㈰　

11
時
～

と
こ
ろ　

竜
王
山
駐
車
場

（
キ
ャ
ン
プ
場
入
口
）

問
い
合
わ
せ

西
城
町
観
光
協
会

☎
０
８
２
４
‐
82
‐
２
７
２
７

第
47
回
吾
妻
山
山
開
き

　

夏
登
山
の
安
全
を
祈
願
す
る
神

事
式
を
は
じ
め
、
県
民
謡
バ
イ
流

し
、
た
こ
揚
げ
大
会
、
神
楽
、
餅

ま
き
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
に
加
え
、

各
種
バ
ザ
ー
を
開
き
ま
す
。
神
話

と
草
花
・
植
物
の
宝
庫「
吾
妻
山
」

へ
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

と
き　

６
月
４
日
㈰

と
こ
ろ

国
定
公
園
吾
妻
山
・
池
ノ
原

問
い
合
わ
せ

休
暇
村
吾
妻
山
ロ
ッ
ジ

☎
０
８
２
４
‐
85
‐
２
３
３
１

庄
原
市
観
光
協
会

☎
０
８
２
４
‐
75
‐
０
１
７
３

「
は
じ
め
て
の
キ
ャ
ン
プ
」
講
座

～
簡
単
に
で
き
る
キ
ャ
ン
プ
の
楽

し
み
方
を
学
ぼ
う
～

　

庄
原
の
豊
か
な
自
然
を
楽
し
ん

で
も
ら
う
た
め
、
誰
で
も
簡
単
に

で
き
る
キ
ャ
ン
プ
講
座
を
開
催
し

ま
す
。

　

帝
釈
峡
の
自
然
に
親
し
み
、
野

外
炊
飯
や
焚
き
火
な
ど
を
し
て
楽

し
み
ま
し
ょ
う
。

【
野
外
料
理
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
】

と
き

６
月
24
日
㈯
13
時
～
25
日
㈰
14
時

と
こ
ろ

帝
釈
峡
ま
ほ
ろ
ば
の
里
オ
ー
ト

キ
ャ
ン
プ
場（
東
城
町
帝
釈
未
渡

１
９
０
３
）

内
容

ダ
ッ
ジ
オ
ー
ブ
ン
入
門（
ロ
ー
ス
ト

チ
キ
ン
・
ポ
ト
フ
な
ど
）、
ダ
ン
ボ
ー

ル
de（
で
）
簡
単
燻く

ん

製せ
い

、
ク
ラ
フ
ト

（
バ
ー
ド
コ
ー
ル
な
ど
）、
上
帝
釈

を
探
検

対
象
者　

キ
ャ
ン
プ
に
関
心
の
あ

る
親
子
な
ど

定
員　

30
人

参
加
費

中
学
生
以
上
８
千
円

小
学
生
７
千
円

未
就
学
児
３
千
円

※
３
食
食
事
代
・
宿
泊
費
・
保
険

代
・
ク
ラ
フ
ト
材
料
・
プ
ロ
グ
ラ
ム

費持
参
品

着
替
え
・
防
寒
具
・
洗
面
用
品
・
懐

中
電
灯
な
ど
の
照
明
器
具
・
帽
子
・

雨
具
・
虫
よ
け
ス
プ
レ
ー
・
軍
手
・

切
り
出
し
ナ
イ
フ
・
健
康
保
険
証
・

常
備
薬
品

締
め
切
り　

６
月
10
日
㈯

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

庄
原
市
観
光
協
会

☎
０
８
２
４
‐
75
‐
０
１
７
３

第
22
回
庄
原
市
小
学
校　
　

陸
上
競
技
記
録
会

　

市
内
19
校
の
小
学
４
～
６
年
生

が
参
加
し
、
１
０
０
ｍ
、
80
ｍ
ハ
ー

ド
ル
、
８
０
０
ｍ
、
走
り
幅
跳
び
、

４
０
０
ｍ
リ
レ
ー
で
、
自
己
記
録

や
大
会
記
録
に
挑
戦
し
ま
す
。
例

年
、
約
６
０
０
人（
市
内
の
４
～
６

年
生
全
体
の
７
割
）
が
参
加
し
て

各種相談 とき ところ 備考 問い合わせ

定 期 巡 回
児 童 相 談

庄原 ６月15日㈭10時～16時 児童福祉課あんしん支援係 広島県北部こども家庭
センターによる相談。
１週間前までに予約。

児童福祉課あんしん支援係
☎0824-73-0051

東城 ６月８日㈭10時～16時 東城支所 東城支所保健福祉係
☎08477-2-5131

人 権 相 談

庄原 ６月６日㈫・20日㈫
13時30分～16時30分 庄原市ふれあいセンター

人権擁護委員 三次人権擁護委員協議会
☎0824-62-2572

東城 ６月１日㈭13時30分～15時30分 東城ふれあいセンター

西城 ６月８日㈭13時30分～16時 西城自治振興センター

口和 ６月１日㈭13時30分～16時 口和自治振興センター

高野 ６月13日㈫13時～15時 高野支所

比和 ６月１日㈭13時30分～15時30分 比和自治振興センター

総領 ６月14日㈬９時～11時 総領保健福祉センター

行 政 相 談

庄原 ６月15日㈭13時～15時30分 庄原市ふれあいセンター

行政相談委員

市民生活課市民生活係
☎0824-73-1154

西城 ６月15日㈭13時30分～15時30分 西城支所 西城支所市民生活係
☎0824-82-2124

東城 ５月18日㈭13時30分～15時30分 東城支所 東城支所市民生活係
☎08477-2-5121

口和 ６月16日㈮13時30分～15時30分 口和保健福祉センター 口和支所市民生活係
☎0824-87-2112

高野 ６月13日㈫13時～15時 高野支所 高野支所市民生活係
☎0824-86-2115

比和 ６月１日㈭13時30分～15時30分 比和自治振興センター 比和支所市民生活係
☎0824-85-3001

総領 ６月14日㈬９時～11時 総領保健福祉センター 総領支所市民生活係
☎0824-88-3063

法 律 相 談
東城 ６月16日㈮13時～16時 東城支所 広島弁護士会による無

料相談。要予約。
広島弁護士会
☎0120-969-214　高野 ６月２日㈮13時～16時 高野保健福祉センター

生活安全相談 毎週月～金（祝日・年末年始除く）
９時～12時、13時～15時45分

市民生活課市民生活係 生活安全相談員
※市民生活課では職
員が対応します。

市民生活課市民生活係
☎0824-73-1244

東城支所市民生活係 東城支所市民生活係
☎08477-2-5121

家庭児童相談 毎週月～金（祝日・年末年始除く）
９時～15時45分

児童福祉課
あんしん支援係 家庭児童相談員 家庭児童相談専用 

☎0824-73-1243

消費生活相談 毎週月～金（祝日・年末年始除く）
９時～12時、13時～16時

市民生活課市民生活係内
庄原市消費生活センター 消費生活相談員

庄原市消費生活センター
☎0824-73-1228
市民生活課市民生活係
☎0824-73-1154

学 校 で の 体
罰・ ハ ラ ス
メ ン ト 相 談

随時 教育指導課学事係
（各学校でも受け付け）

プライバシーの保護、
秘密保持を徹底しま
す。

教育指導課学事係
☎0824-73-1183

認知症カフェ

庄原
「とんぼ」

５月16日㈫・６月６日㈫
13時30分～15時

庄原ショッピングセンター
ジョイフル２階

相談・ 情報交換
参加費１００円

高齢者福祉課高齢者福祉係
☎0824-73-1165　

西城
「コスモスカフェ」

５月11日㈭・６月１日㈭
13時30分～15時

西城保健福祉センター
（しあわせ館）

西城支所保健福祉係
☎ 0824-82-2202

東城
「おれんじカフェ・ええ塩

あんばい

梅」
５月23日㈫13時30分～15時

東城支所 東城支所保健福祉係
☎08477-2-5131

身体障害者　
補装具判定会 【聴覚】６月15日㈭13時～14時 広島県三次庁舎第３庁舎２階

三次市十日市東４-６-１ １週間前までに要予約 社会福祉課障害者福祉係
☎0824-73-1210

悩みごと、心配ごと、
お困りごとなど、
お気軽にご相談を

あなたの相談をお受けします
※
日
程
は
都
合
に
よ
り
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

母子保健事業　●保健医療課健康推進係　☎0824-73-1255

い
ま
す
。
第
42
回
広
島
県
民
体
育

大
会
陸
上
競
技
の
部
の
予
選
会
も

兼
ね
て
い
ま
す
。

　

多
く
の
子
ど
も
た
ち
の
参
加

と
、
一
生
懸
命
に
競
技
す
る
選
手

へ
の
声
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

と
き　

６
月
17
日
㈯

９
時
30
分（
開
会
予
定
）

と
こ
ろ

庄
原
市
上
野
総
合
公
園
陸
上
競
技

場問
い
合
わ
せ

教
育
指
導
課
指
導
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
８
４

事業名 とき ところ 持ってくるもの 備考

母子健康手帳交付 ６月５日㈪・19日㈪
９時～17時 保健医療課 特になし 支所は随時（事前連絡必要）

育児相談 ６月13日㈫10時～12時 庄原ひだまり広場
（ＪＲ備後庄原駅舎内） 母子健康手帳 支所でも実施 （詳細はお問い

合わせください）

自動車税に関する問い合わせ
　広島県北部県税事務所
　☎ 0824-63-5181（内線 3133・3134・3135）

　納税は、金融機関、コンビニのほか、
口座振替、電子納付、インターネットを利
用したクレジット納付が利用できます。
　詳しくは広島県ホームページ「県税の
ページ」をご覧ください。

自動車税は　　月 　  日までに納めましょう５ 31

広報しょうばら／ 2017.5　18 19　2017.5 ／広報しょうばら



お知らせInformation

募　
　

集

国営備北
丘陵公園
だより

「備北花ピクニック」

開園時間／９時30分～17時(入園は16時まで)
休園日／月曜日

備北公園管理センター☎ 0824-72-7000（http://www.bihoku-park.go.jp/）

アイスランドポピー

ネモフィラ

古代たたら鉄づくり体験

出
演

山
中
念
流
眞
正
館
、
広
島
柳
生

新
影
流
柳
新
会
、
夢
想
神
伝
流

居
合
、
無
雙
神
伝
流
居
合

と
こ
ろ　

ひ
ば
の
里　

神
楽
殿

【
志
和
地
窯
陶
芸
教
室
】

　

粘
土
を
こ
ね
て
カ
ッ
プ
や
皿

な
ど
を
作
る
、
本
格
的
な
陶
芸

体
験
で
す
。

と
き　

５
月
13
日
㈯
・
14
日
㈰

9
時
30
分
～
16
時
30
分

（
受
付
は
15
時
30
分
ま
で
）

参
加
費　

一
作
品
に
つ
き
千
円

と
こ
ろ

ひ
ば
の
里　

や
き
も
の
工
房

【
こ
ん
に
ゃ
く
づ
く
り
体
験
】

　

庄
原
市
総
領
町
の
こ
ん
に
ゃ

く
芋
を
使
っ
た
こ
ん
に
ゃ
く
づ

く
り
体
験
で
す
。

と
き　

５
月
13
日
㈯
・
14
日
㈰

9
時
30
分
～
16
時
30
分

（
受
付
は
15
時
30
分
ま
で
）

参
加
費　

全
体
体
験
千
円

　
　
　
　

部
分
体
験
２
０
０
円

と
こ
ろ

ひ
ば
の
里　

上
の
農
家

※
イ
ベ
ン
ト
の
詳
細
は
、
電
話
ま

た
は
公
園
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
古
代
た
た
ら
鉄
づ
く
り
体
験
】

　

古
代
か
ら
伝
わ
る
製
鉄
技
法

を
再
現
す
る
イ
ベ
ン
ト
「
古
代

た
た
ら
鉄
づ
く
り
体
験
」
を
開

催
し
ま
す
。
さ
と
や
ま
古
代
た

た
ら
倶
楽
部
の
皆
さ
ん
を
は
じ

め
、
各
地
か
ら
の
参
加
者
と
共

に
、
真
っ
赤
に
焼
け
た
鉄
の
塊

「
け
ら
」
を
生
み
出
す
一
連
の

工
程
を
行
い
ま
す
。
来
園
者
も

炉
の
中
に
風
を
送
る
「
ふ
い
ご

体
験
」
を
し
た
り
、迫
力
の
「
け

ら
出
し
」
を
見
た
り
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

と
き　

５
月
13
日
㈯
～
14
日
㈰

と
こ
ろ

ひ
ば
の
里　

古
代
た
た
ら
工
房

初
夏
の
花
物
語

　

ポ
ピ
ー
・
ハ
ナ
シ
ョ
ウ
ブ
・

ア
ジ
サ
イ
な
ど
園
内
各
所
で
初

夏
の
花
々
が
咲
き
誇
り
、
花
の

開
花
リ
レ
ー
を
楽
し
め
ま
す
。

【
花
の
見
頃
が
続
い
て
い
ま
す
】

　

花
の
広
場
で
は
春
の
花
が

咲
き
続
け
て
い
ま
す
。
パ
ン

ジ
ー
、
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
ポ
ピ
ー
、

シ
ャ
ー
レ
ポ
ピ
ー
な
ど
を
見
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
ピ

ク
ニ
ッ
ク
広
場
で
は
、
淡
い
ブ

ル
ー
の
花
が
愛
ら
し
い
「
ネ
モ

フ
ィ
ラ
」
が
丘
い
っ
ぱ
い
に
広

が
る
光
景
を
楽
し
め
ま
す
。（
第

２
駐
車
場
か
ら
徒
歩
３
分
）

～
主
な
花
の
見
頃
～

○
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
ポ
ピ
ー

　

４
月
下
旬
～
５
月
下
旬

○
シ
ャ
ー
レ
ポ
ピ
ー

　

５
月
下
旬
～
６
月
中
旬

○
ネ
モ
フ
ィ
ラ

　

５
月
上
旬
～
中
旬

※
天
候
に
よ
り
見
頃
が
変
化
し

ま
す
。

広告

全
国
レ
ベ
ル
の
大
会
出

場
者
、全
国･

県
レ
ベ

ル
の
大
会
、市
が
共
催

す
る
各
種
大
会
な
ど
の

上
位
入
賞
者
を
掲
載
し

ま
す
。（
敬
称
略
）

県
大
会

広
島
県
な
ぎ
な
た
選
手
権
大
会

（
３
月
19
日
／
広
島
県
立
総
合
体

育
館
）

演
技
競
技

●
基
本
の
部

第
４
位

麻
田　

悠
稀
（
西
城
小
２
年
）　

第
５
位

福
田　

大
賀
（
峰
田
小
１
年
）

●
中
学
生
の
部

第
３
位

稲
里　

孝
美
（
西
城
中
２
年
）

上
貝　

真
帆
（
西
城
中
２
年
）

第
４
位

麻
田　

瑞
貴
（
西
城
中
２
年
）

●
成
年
の
部

準
優
勝

足
立　

朱
穂
（
川
北
町
）

福
田
さ
つ
き
（
春
田
町
）

試
合
競
技

●
小
学
校
高
学
年
の
部

第
４
位

麻
田　

涼
華
（
西
城
小
４
年
）

●
中
学
生
の
部

第
５
位

麻
田　

瑞
貴
（
西
城
中
２
年
）

稲
里　

孝
美
（
西
城
中
２
年
）

上
貝　

真
帆
（
西
城
中
２
年
）

●
成
年
男
子
の
部

第
４
位

久
保　

寛
明
（
三
次
高
３
年
・
西

城
町
）

●
成
年
の
部

優
勝

福
田
さ
つ
き
（
春
田
町
）

準
優
勝

足
立　

朱
穂
（
川
北
町
）

【
お
詫
び
と
訂
正
】

　

広
報
し
ょ
う
ば
ら
４
月
号
の
27

ペ
ー
ジ
「
あ
っ
ぱ
れ
！
庄
原
」
の

記
事
の
中
で
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
全
国
短
歌

大
会
ジ
ュ
ニ
ア
の
部
に
入
選
さ
れ

た
瀨
野
響
さ
ん
の
学
校
名
「
口
北

小
」
を
誤
っ
て
「
口
北
中
」
と
記

載
し
ま
し
た
。
訂
正
し
、
お
詫
び

い
た
し
ま
す
。

し
ょ
う
ば
ら
健
康
福
祉
ま
つ
り

の
見
直
し

　

毎
年
５
月
に
開
催
し
て
い
ま
し

た
、
し
ょ
う
ば
ら
健
康
福
祉
ま
つ

り
に
つ
い
て
は
、
テ
ー
マ
、
開
催

時
期
や
内
容
な
ど
の
見
直
し
を
進

め
て
い
ま
す
。

　

見
直
し
後
の
イ
ベ
ン
ト
は
秋
の

開
催
を
検
討
し
て
い
ま
す
。
詳
細

が
決
ま
り
次
第
、
広
報
紙
な
ど
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。
ご
理
解
を
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

保
健
医
療
課
国
保
年
金
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
５
８

庄
原
市
成
人
式　
　
　
　
　

実
行
委
員
募
集

　

市
は
８
月
15
日
㈫
10
時
か
ら
庄

原
市
民
会
館
で
開
催
す
る「
庄
原

市
成
人
式
」
の
企
画
・
運
営
を
一

緒
に
行
う
実
行
委
員
を
募
集
し
ま

す
。
成
人
式
対
象
者
で
、
成
人
式

の
企
画
・
運
営
に
関
心
が
あ
り
、

実
行
委
員
会
に
参
加
で
き
る
人
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

対
象
者

平
成
９
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
10

年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
庄

原
市
出
身
の
人

問
い
合
わ
せ

生
涯
学
習
課
社
会
教
育
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
８
８

ＦＡＸ
０
８
２
４
‐
73
‐
１
２
５
４

メ
ー
ル　

syogai-syakai@
city.

shobara.lg.jp

「
縁
結
び
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
」

募
集
中
！

　

し
ょ
う
ば
ら
縁
結
び
事
業
で
は
、

「
縁
結
び
応
援
隊
員（
縁
結
び
コ
ン

シ
ェ
ル
ジ
ュ
）」
を
各
地
域
に
設
置

し
、
会
員
に
寄
り
添
っ
た
支
援
を

行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
び
、
よ

り
細
や
か
な
支
援
が
行
え
る
よ
う
、

応
援
隊
員
を
追
加
募
集
し
ま
す
。

お
世
話
好
き
の
方
、
や
る
気
の
あ

る
方
は
ぜ
ひ
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

業
務
内
容

　

市
内
で
結
婚
を
望
む
人
の
情
報

収
集
、
会
員
登
録
の
推
進
、
他
地

域
と
の
情
報
共
有
に
よ
る
縁
結
び

の
場
の
支
援（
個
別
紹
介
、
個
別

相
談
）、
お
見
合
い
的
な
小
規
模

な
出
会
い
の
場
の
設
定
な
ど
。

任
期　

１
年

身
分
お
よ
び
待
遇

非
常
勤
と
し
、
報
償
費
年
５
万
円

募
集
地
域
お
よ
び
人
数

２
人（
庄
原
・
東
城
各
１
人
）

応
募
条
件

縁
結
び
支
援
に
意
欲
的
な
人
で
、

年
齢
・
性
別
は
問
い
ま
せ
ん
。

※
要
普
通
自
動
車
免
許

※
原
則
、
居
住
地
域
を
担
当

応
募
方
法

庄
原
市
総
合
サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社

縁
結
び
事
業
係
ま
で
電
話
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

応
募
締
め
切
り

５
月
31
日
㈬

問
い
合
わ
せ

庄
原
市
総
合
サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社

縁
結
び
事
業
係

☎
０
８
２
４
‐
75
‐
０
６
０
０

い
ち
ば
ん
づ
く
り
課
定
住
推
進
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
２
５
７

配偶者や恋人からの暴力・暴言などで悩んでいませんか？

あなたの不安な気持ちをお話しください。
《家族や友人が心配という方もご相談できます。》

庄原市役所児童福祉課あんしん支援係
☎ 0824-73-1243　[月～金　９時～ 17 時（年末年始・祝日除く）]

広島県西部
こども家庭センター

☎ 082-254-0391 月～金 10 時～ 17 時
休日夜間電話相談
☎ 082-254-0399

月～金 17 時～ 20 時
土日祝 10 時～ 17 時

広島県北部
こども家庭センター

☎ 0824-63-5181( 代 )
内線 2313 月～金 10 時～ 17 時

５月14日㈰まで

【
居
合
演
武
】

　

緊
張
感
あ
ふ
れ
る
居
合
の

演
武
公
演
を
お
楽
し
み
く
だ
さ

い
。

と
き　

５
月
14
日
㈰　

①
11
時　

②
14
時

「初夏の花物語」 ５月20日㈯～７月９日㈰
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お知らせInformation

しょうばら九日市

毎月９日は、しょうばら九日市
★出店者募集中！あなたのお店を開こう。
★毎月20日が出店申込締め切りです。
★申し込みは楽笑座内九日市事務局
　☎ 0824-72-8285 まで
と   き　６月９日（金） ９時～ 13 時
ところ　中本町・まちなか広場周辺（のぼりが目印）

詳しくはＨＰで http://kunchi-ichi.jp/information.html

６月

　高血圧は血管をむしばむ病気の大
おおもと

本です！
　高血圧は血管内の圧力が高くなり、血管に大きな負担がかかり
続けている状態です。自覚症状がないため、対応を後にまわして
しまいがち…。しかし長期間の高血圧は血管を傷つけ、動脈硬化
を進行させます。その結果、脳卒中や心筋梗塞などの、命にかか
わる病気を引き起こすリスクを高めます。

＜市の「減塩」の取り組み＞
　血圧は塩分摂取量と関係があります。塩分を取り過ぎると、血
液中の塩分濃度が高まります。すると、血液中の塩分濃度を薄め
るため、血液中に水分が取り込まれ、血圧が高くなります。日常
的に塩分を取り過ぎていると、高血圧症になる危険性があります。
　そこで、市は、「庄原・塩・少々プロジェクト」と題し、高血
圧予防に取り組んでおり、㈱フレスタ、ザ ･ビッグ庄原店、㈱トー
エイと協力し、おいしい減塩環境づくりの一環として普及啓発を
行っています。
▶減塩商品を集めた減塩コーナーの設置
（フレスタ庄原店、ザ ･ビッグ庄原店、トーエイ）
▶減塩イベントの実施
（フレスタ庄原店：毎月、ザ ･ビッグ庄原店：６・８・10・２月）
▶減塩レシピの配布
（フレスタ庄原店：イベント時、ザ ･ビッグ庄原店：減塩啓発コー
ナーに設置）
▶減塩啓発コーナーの設置　など
（フレスタ庄原店：入口付近、ザ ･ビッグ庄原店：２階駐車場入口）

＜今すぐできる毎日の工夫＞
●知っていますか？１日の塩分量
　男性８グラム未満・女性７グラム未満
●庄原 塩 少々プロジェクト「人生がときめく血管若返り術」を参考に
減塩しよう！
　チラシは市役所や協力店の減塩啓発コーナーなどに備え付けて
あります。

市民ギャラリー 「アート多愛夢」
情報ＢＯＸ （西本町二丁目１番 21 号）

休日診療のご案内

●東城地域

５月・６月の休日診療については、次のとおりです。
●庄原市休日診療センター
　診療日：日曜・祝日・年末年始（12/30 ～ 1/3）
　問診療日　　　☎0824-72-9900 
　　診療日以外　☎0824-73-1155（保健医療課）

広報日記
▶市の公式フェイスブックページ「庄原いちばん　
ええね！」の取材で、上野公園に桜の写真を撮りに行
きました。これ以上ないくらいの天候に恵まれ、ファ
インダー越しに見る桃色の花弁と真っ青な空の色の
コントラストが美しく、感動しました。いまさらです
が、庄原の魅力を再認識できました。
▶田んぼに水が入ってから苗が育つまでは景色が美
しく映り込み、写真や動画を撮るチャンスです。前回
の庄原いちばん動画ＣＭコンテストグランプリ作品
も、田んぼに映り込んだ芸備線の車両の映像などが
高く評価されていました。新緑の美しい季節、動画を
撮って第２回庄原いちばん動画ＣＭコンテストに応
募しましょう！（関連記事６ページ・13 ページ）

５～６月のイベント情報
▶ゆめさくら講座
○草木染め教室　「椿の花でストールなどを染めよう」
　と　き　５月29日㈪　９時～12時
　参加費　4,900円
　定　員　12人（午後の部は定員に達しました）
○草木染め教室　「インド藍でＴシャツを染めよう」
　と　き　６月26日㈪　９時～12時
　参加費　4,900円
　定　員　12人（午後の部は定員に達しました）
▶展示・販売＆イベント
○ゆめさくら春祭り
　と　き　５月７日㈰まで
○庄原実業高校アグリカンパニー
　と　き　５月 14 日㈰・６月 10 日㈯
　ところ　エントランスホール
○庄原茶道連盟ゆめさくら茶会
　と　き　５月 14 日㈰・21 日㈰　13 時～ 17 時
　ところ　交流ホール
○細密画展
　と　き　５月 22 日㈪～ 28 日㈰
　ところ　交流ホール
○平成 28 年度愛鳥週間ポスター入賞作品展示
　と　き　５月 29 日㈪～６月 29 日㈭
　ところ　エントランスホール

市街地の空き店舗を活用した、各種展示ができる市
民ギャラリーです。
第９回　里

り こ

呼織
お り

工房展
とき　６月８日㈭～10日㈯　10時～16時
問庄原市文化協会事務局　☎ 0824-72-5453
　商工観光課商工振興係　☎ 0824-73-1178
※展示を希望される団体(または個人)はお申し込みくだ
さい。使用料は要りません。

　献血を次のとおり実施します。
　400ml 献血限定ですので、皆さんのご協力をお願
いします。

実施日 会　場 受付時間

5月29日㈪ 庄原市役所 10時～11時30分
12時30分～15時

5月21日（日）日伝医院 ☎08477-2-2180
28日（日）こぶしの里病院 ☎08477-2-5255

６月４日（日）三上クリニック ☎08477-2-1151
11日（日）東城病院 ☎08477-2-2150
18日（日）瀬尾医院 ☎08477-2-0023

※５月７日㈰は日伝医院に変更になりました。

☎ 0824-75-4411

人の動き （庄原市の人口） 

平成29年３月末現在

♬ ロビーコンサート　  

問生涯学習課 ☎ 0824-73-1188

食育コーナー　  

問保健医療課 ☎ 0824-73-1255

献血のご案内　  

問保健医療課 ☎ 0824-73-1155

[ 住民基本台帳登載人口 ]
人口　３６，６０８人（前年比－６３２人）　
男　　１７，３５１人（前年比－２６４人）　
女　　１９，２５７人（前年比－３６８人）
世帯数　１５，７５２世帯（前年比－５４世帯）
[ うち外国人 ]　人口　３５６人（前年比＋３４人）

と　き　５月 22 日㈪　12 時 15 分～ 55 分
ところ　市役所１階市民ホール
出演者　
【吟詠】「公益社団法人関西吟詩文化協会公認　哲

てっ

滄
そうかい

会　庄原支部」是
これひさ

久芙
ふ み こ

美子・立
たつかわ

河タカ子・田
た な べ

部
一
か ず え

恵・中
なかはら

原幹
み き え

枝・岩
いわさき

崎良
よ し え

枝・生
い く た

田幸
ゆ き え

枝・立
たつかわ

河いづみ・
浅
あ さ べ

邊美
み ど り

登里・田
た な べ

邊ヒロ子・笠
か さ ま

間正
ま さ こ

子
【尺八】都山流尺八竹琳軒大師範　岸

きし

湧
ゆうざん

山
演奏予定曲目　構成吟「恋そめし」　など

￥
市税・水道料金・下水道使用料
納付は口座振替が便利です

手続きは各金融機関の窓口でお願いします。
残高確認も忘れないでください。
●債権収納課　　　☎０８２４‐７３‐１１４５
●下水道課管理係　☎０８２４‐７３‐１１７５
●水道課業務係　　☎０８２４‐７３‐１１９７

おいしい減塩環境づくり

健康づくりは家庭から！
～むずかしく考えないで！手軽においしく減塩できるんです～

スミレと閉鎖花

・漬物は小皿で
・酸味、香辛料は強い味方
ゆず、レモンの果汁、トマト、酢、
わさび、しょうが、しそ、カレ
ー粉、七味　など

・おしょうゆソースは「かける」
ではなく 「つける」　

・意外とあるね汁の量
ラーメンは汁を残し減塩に、味
噌汁などは具だくさんで！

・塩分表示をよく見よう !!
・食事はバランスよく食べ過ぎず
・適度な運動！
・禁煙！
・ぐっすり睡眠　疲労回復
・趣味や癒やしでストレス解消

高血圧症の方は一日６グラム
以下が目標とされています

比和自然科学博物館  ☎ 0824-85-3005

開館：９時～17時　（年末年始休館）

早春を代表する草花は何と
いってもタンポポとスミレで
はないでしょうか。タンポポ
は春先から雪が降るようにな
るまで咲き続け、とてもたく
ましい植物に思えますが、ス
ミレの花はかれんで夏近くに
なるとまったく見ることはで
きなくなり、あまりたくまし
くは見えません。ところがよ
く見ると夏でも秋でもつぼみ

アオイスミレ

閉鎖花

状のものがついていることに気付きます。
これは花が咲き、受粉してできた種子がいつまでもついて

いるのではなく、その中で受粉が行われ（自家受粉）種子を
つくっている閉鎖花と呼ばれるものです。閉鎖花には花弁は
ありませんが雄しべや雌しべはそろっていて、そういう意味
ではスミレも冬以外は花が咲き続けているともいえ、結構た
くましい植物なのです。

もちろん春に咲く花（開放花）には虫がやってきて受粉を
助け種子をつくりますが、天候などの影響で受粉できずほと
んど種子ができない年もあります。ところが閉鎖花は天候な
どには影響されず大量の種子をつくることができます。

なぜスミレはこのような複雑な種子のつくり方をするので
しょうか？

閉鎖花は花も蜜も作らなくても良いので、とても少ないエ
ネルギーで種子をつくることができます。それなら閉鎖花だ
けで子孫を残せば良いように思われますが、そこには大きな
リスクもあります。閉鎖花では何代受粉を繰り返しても同じ
遺伝子を持つ種子しかできません。そうすると、環境の変化
や病気がまん延したときに一つ残らず死に絶えてしまうこと
になりかねません。

一方開放花は花を咲かせ、他の個体や時には別な種とも遺
伝子を交換しているので「遺伝的多様性」を持っており、ほ
とんどが滅びる状況になっても、多様な遺伝子を持つ個体の
中には生き残れるものも出てきます。

このように閉鎖花は子孫繁栄の量を確保するものであり、
開放花は質を高める役割をしているといえるのではないで
しょうか。
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応
募
方
法

　

写
真
を
通
し
て
庄
原
市
の
魅
力
を
再

発
見
す
る
コ
ー
ナ
ー
で
す
。
風
景
写
真

は
も
ち
ろ
ん
人
物
写
真
で
も
結
構
で
す
。

あ
な
た
の
好
き
な
庄
原
市
の
風
景
を
写

真
で
紹
介
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
こ

の
写
真
へ
の
思
い
や
撮
影
エ
ピ
ソ
ー
ド

な
ど
を
２
０
０
字
程
度
に
ま
と
め
、
郵

送
ま
た
は
メ
ー
ル
で
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

広報しょうばらにあなたの写真を載せてみませんか？

　３歳までのお子さ
んの写真を募集して
います。写真（デー
タも可）に、名前（ふ

りがな）・生年月日・性別・連絡先・お子
さんへのメッセージを添えてご応募くださ
い。２ページ「もくじ」下に掲載しています。

　庄原市内の鉄道路線に思わ
ず乗ってみたくなる乗車エピ

ソードやスポット情報を募集しています。
写真に説明文（１００字程度）乗車体験記

（２００字程度）を添えてご応募ください。

みんなで乗ろうや芸備線　写真を通して庄原市の魅力を
再発見するコーナーです。風景写
真はもちろん人物写真でも結構で
す。あなたの好きな庄原市の風景
の写真に、思いや撮影エピソード
など（２００字程度）を添えてご
応募ください。

すべての送付先はこちら
庄原市中本町一丁目 10 番１号
庄原市行政管理課広報統計係
☎０８２４‐７３‐１１５９
メール koho@city.shobara.lg.jp

〒
727-8501　

広
島

県
庄

原
市

中
本

町
一

丁
目

10番
1号
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法
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ホ
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平
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平
成
29年

５
月
２
日
発
行

編
集
・
発
行
　
庄
原
市
行
政
管
理
課

広
報

し
ょ
う
ば

ら
 ５
月
号
　
2017/M

ay　
№
146

花
の
広
場

Vol.64

　

今
年
初
の
夏
日
と
な
っ
た
日
曜
日
、
家

族
で
国
営
備
北
丘
陵
公
園
に
行
き
ま
し

た
。
園
内
の
花
の
広
場
は
ま
だ
つ
ぼ
み
が

多
か
っ
た
の
で
す
が
、
咲
い
て
い
る
花
が

一
番
き
れ
い
に
見
え
る
角
度
を
探
し
て
写

真
を
撮
っ
て
い
ま
し
た
。
す
る
と
、
熊
野

町
か
ら
来
ら
れ
た
と
い
う
親
子
連
れ
か
ら

「
写
真
を
撮
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
声
を
掛

け
ら
れ
ま
し
た
。
写
真
を
撮
っ
た
後
、
こ

ち
ら
か
ら
も
「
広
報
し
ょ
う
ば
ら
に
投
稿

す
る
の
で
写
真
の
モ
デ
ル
に
な
っ
て
く
だ

さ
い
」
と
お
願
い
し
、
パ
シ
ャ
リ
。

　

き
れ
い
な
花
た
ち
が
素
敵
な
出
会
い
を

引
き
寄
せ
て
く
れ
た
日
に
な
り
ま
し
た
。

　
宮
野　

雅
也
（
三
次
市
）

（平成 29 年４月 16 日撮影）


